
Bridging the gap between science and application : 研究と現場の橋渡し役として 

 

NSCA ジャパン 活動実績 

実施年月日 2018 年 6 月 17 日（日曜日） 

事業名 NSCA ジャパン S&C フォーラム２０１８ 

後援 

スポーツ庁、厚生労働省、経済産業省、公益財団法人 日本スポーツ協会、 

公益財団法人 健康・体力づくり事業財団、公益財団法人 笹川スポーツ財団、 

特定非営利活動法人 日本健康運動指導士会、公益社団法人 日本フィットネス協会、 

健康日本 21 推進全国連絡協議会、特定非営利活動法人 ジュース(JWS) 

会場 笹川記念会館 （東京都港区三田 3-12-12） 

講演者 

篠田 邦彦 ( NSCA ジャパン理事長、新潟大学名誉教授) 

山本 正嘉 (鹿屋体育大学教授、鹿屋体育大学スポーツトレーニング教育研究センター) 

高尾 美穂 (産婦人科専門医・医学博士・婦人科スポーツドクター、イーク表参道 副院長) 

開催趣旨 

講師各々が専門分野における研究や知見に基づいた内容の講演を行うことで、NSCA 会員およ

び他団体からの参加者に対して、ストレングス＆コンディショニングの重要性についての研修・教

育機会となった。 

来場者 約 500 名 


